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１．はじめに 

 我が国の道路橋は，昭和 30 年代以降の高度経済成長期を中心にして大量に建設され，現在その数は，長さ

が 15m 以上の道路橋で約 15 万橋に及んでいる 1)．これらの橋梁が，建設後 50 年以上となる割合は，2016 年

で全体の 20%となり，その 10 年後の 2026 年には全体の 47%を占めると試算されている 2)．このように，橋梁

の高齢化が急速に進む中で，支承も同様に高齢化が進んでいる． 

支承は，一度機能を失うと一般的に補修によってその機能を回復することが難しいケース（鋼製では回転お

よび滑動面の腐食，ゴム系では内部鋼板の腐食など）が多い．支承の

機能を回復させるためには，新しい支承と交換する必要がある．した

がって，橋梁の高齢化とともに支承の機能劣化による支承交換が増え

ることが予想される．しかし，上部構造の種類によって支承の取替え

の難易度が大きく異なり，PC 桁の場合は，鋼桁に比べて支承の交換

が困難な場合が多い． 

PC 桁（特にポステン T 桁）の支承交換は，新設支承を取り付ける

ためにダイヤモンドカッターなどで削孔する場合に，上部構造本体の

鉄筋と PC 鋼材の配置が目視で確認できないため，鉄筋や PC 鋼材を

傷つける．また，ダイヤモンドカッターが鉄筋

に当たるたびに位置をずらして削孔し直すな

ど，上部構造の強度を低下させる恐れがある． 

そこで，限られたスペースに設置が可能で，

既設支承の撤去作業などによる PC 桁に与える

耐力低下の影響を最小限に抑えることができ

る施工方法および支承部構造として図-1 に示

す支承交換用取付け部材を提案する． 

２．支承取付け部材の概要 

既設 PC 桁橋の支承交換は，図-2 に示すよう

に，PC 桁をダイヤモンドカッターで削孔し，

その孔に水平力および上揚力を支持する部材

を挿入し充填材により固定する方法を採用し

ている場合が多い．それに対して，今回提案す

る支承交換用取付け部材は，図-3 に示すよう

に，PC 桁側面をはつり，鉄筋を露出させてか

ら支承取付け部材の水平力支持鋼製リブをセ

ットする方法を採用している．水平力支持鋼製

リブの最終的な取付け間隔は，露出させた鉄筋 
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の位置を確認してから決定する．この方法によれば，鉄筋や PC 鋼材を傷めることなく，最小のはつりで新設

支承を取付けることが可能となる． 

 なお，PC 桁側面のはつりには，手はつりによって PC 桁に生じるマ

イクロクラックを防止する目的で，ウォータージェット工法を採用する．

また，既存の PC 桁と支承交換用取付け部材との固着には，付着力を強

化する目的で PVA 短繊維補強コンクリートを使用する． 

３．施工性の確認 

 支承交換用取付け部材の施工性を確認するために，実物大の PC 桁を

作成し，実際に支承交換作業を実施した． 

 支承交換確認試験は，図-4 に示す施工手順に沿って実施した． 

写真-1 は，ウォータージェットによる PC 桁側面のはつり作業が終了

した状態である．鉄筋を確認したところ損傷は見られなかった． 

その後，既設支承（鋼製支承（BP･B））を撤去してはつり面を清掃し，

支承交換用取付部材と新設支承を設置する．今回の試験施工では，桁下

空間に余裕がないため，狭小空間での既設支承の交換用に開発された，

超小型ゴム支承装置 3）を新設支承に使用している． 

写真-2 に支承交換用取付部材と新設支承を設置した状態を示す． 

次に，既存の PC 桁と支承交換用取付部材との間に無収縮モルタルま

たは PVA 短繊維補強コンクリートを打設して PC 桁と支承交換用取付

部材を固着する．無収縮モルタルまたは PVA 短繊維補強コンクリート

が所定の強度に達するまで養生した後に，PC 桁の仮受けを撤去して支

承交換完了となる．写真-3 は支承交換完了後の状態である． 

実物大の PC 桁を用いて実際に支承交換作業を行った結果，支承交換

用取付部材が予め想定した通りに，鉄筋や PC 鋼材を傷めずに施工が出

来ることを確認した． 

４．おわりに 

 提案する支承交換用取付け部材が，鉄筋や PC 鋼材を傷めずに施工可

能であることを，実物大の PC 桁を作成して，実際に支承交換作業を行

うことによって確認した．本研究では，上部構造との取付け部の耐力を

確認するために，水平力載荷試験を実施している 4）． 
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写真-3 支承交換完了後の状態 
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